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研究成果の概要（和文）：全国研修会参加者を契機にして発展したSNS内交流データより，SNS内既有コミュニテ
ィーとの関係の分析，教育でのSNS活用の可能性についての考察，および成果の公開，教育省のオンライン情報
公開戦略提案が行われた。注目すべき成果として，研修会参加者へのSNSへの導線の周知方法により生じた際を
解明した。一方，コミュニティー分析から産業や他公的機関のメンバーを含んだ，社会的コンテキストが重要と
なる紐帯の重要性が判明した。そしてコミュニティーの特性を踏まえた，運営組織や可能な媒介者の準備の必要
性を明らかにした。さらに中央研修会内容の地域教員コミュニティーでの重要度を改善のための３つの具体策を
提案した。

研究成果の概要（英文）：From the analysis of communication data in SNS that emerged from the 
centralized in-service training conferences, the relation with existing online communities, 
discussion of possibilities to use SNS in education, and proposal of strategies for online 
information discloser of Ministry of Education were conducted, and findings were reported in 
international academic society. As notable results, differences of effects by notification methods 
of SNS links were identified. In addition, it was clarified that connections between industrial or 
institutional communities and Ministry, and developing messages of social context were important. 
Then, possible management system and preparation of bridge persons that recognized characteristics 
of communities were discussed. Finally, three plans that improve importance of the centralized 
conference in the teachers’ communities were proposed.

研究分野：教育工学
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１．研究開始当初の背景 
本研究では大規模な全国研修会を対象にし
ている。日本ではこれまで研修会を構造化し，
参加した教員が学んだ知見や技能を所属校
で OJT により広めるというカスケード方式
が使われるが，研修内容の伝達構造で効果波
及を予見するシステムとなっている。しかし，
大規模ネットワークの知見では，指導者にな
る教員と教員学習コミュニティーの中心と
は一致するとは限らず，また冗長度の高い顔
見知りの集団の交流よりもむしろこれまで
交流の無かった集団に所属するノード（人）
からの紐帯（つながり）が形成されると，急
速に協働が進むことが知られている。 
２．研究の目的 
タイ国教育省の実施する全国研修会の参加
者が研修を契機にして展開するオンライン
交流を科学的に調査することにより，地域・
学校種を超えた交流の形成過程，研修内容の
地域での普及経路，全国研修と地域で実施し
ている研修との繋がりの形成について調査
することを目的する。特に，教員の交流を基
にしてアウェアネス喚起に有効な方策を解
明することを狙う。 
３．研究の方法 
大規模研修会および地域研修会を契機にし
て展開した教員間の SNS 内交流を経時的・科
学的に調査する。具体的には教育省の研修参
加者への情報サービスサイトや中央，地域研
修会で SNS への導線を設置し，生起・展開し
た交流状況を，アプリケーションプログラミ
ングインタフェースを通じて収集する。 
分析では計算機を活用したソーシャルグラ
フ分析を用いる。 
４．研究成果 
全国研修会参加者を契機にして発展した SNS
内交流データの相互比較を長期に渡り実施
し，SNS 内既有コミュニティーとの関係の分
析，教育での SNS 活用の可能性についての考
察，および成果の公開，教育省のオンライン
情報公開戦略提案が行われた。注目すべき成
果として，研修会参加者への SNS への導線の
周知方法により，オンライン交流，オンライ
ンコミュニティーの形成に差異が生じたこ
と，特に公式文書等の目につきやすい所の記
載による周知よりも，講師からの直接の呼び
かけの方が高い SNS 参加率，活動度を得たこ
とがある。一方，ソーシャルグループグラフ
分析により，SNS 内から参加教員が関係する
30 のコミュニティーを抽出した。さらに，デ
ータ解析を進めることによりその中から教
育について意見交換している 18 のコミュニ
ティーを同定した。各コミュニティー分析か
ら産業や他公的機関のメンバーを含んだ，社
会的コンテキストが重要となる紐帯の重要
性が判明した。そのため情報の伝達機能に加
えて，情報の文脈化，交流の社会的側面への
配慮について考察した。そして対象コミュニ
ティーの特性を踏まえた，運営組織や可能な
媒介者の準備の必要性を明らかにした。そこ

では先行知見で知られている5種の媒介者の
類型（下図参照）のうち 3 種(Coordinator, 
Gatekeeper, Liaison)を活用可能な手段とし
て判定し，中央研修会内容の地域教員コミュ
ニティーでの重要度を改善のための３つの
具体策を提案した。 
 

 
図：媒介者の類型 

 
(1）教育省関係者の多い，オンラインコミュ
ニティーに coordinator 媒介者を設定し，紐
帯の多いコミュニティーへの影響を図る。内
容として，著名な研究者，ニュース，ブログ，
組織関連情報が有効であることが判明して
いる。 
(2）研修会関係者を gatekeeper, liaison 媒
介者として地域の教員コミュニティーの振
興を図る（下図参照）。技術情報，書籍，ウ
ェブサイト情報の文脈化が有効であること
が判明した。 

図：教育省のオンラインコミュニティーと地
域教員コミュニティー，研修会参加者の関係

の分析 
 
(3）大規模コミュニティーのハブに研修会関
係者が見られた。これらの参加者を
gatekeeper，liaison 媒介者とすることを計
画する。彼らの多くはオンライン交流に精通
し，教育工学の専門家で，新規の交流形成に
精通している。教育省の情報のコミュニティ
ーへの啓蒙戦略を議論する。 
 
一方知見を参考にして，地域教員のオンライ
ン交流を振興する教育省のウェブサイトの
機能・構成・運営についても提案した。教育
省では既に 6つの SNSの公式アカウントを公
開しており，そこで組織的にメッセージの文
脈化戦略を立案，実行する内容である。 
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